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く目的〉

漁場環境の現況と問題点を把握し、漁業経営に寄与できるような対策を講じるための資料を得ると

ともに、将来にわたって資料を蓄積し、環境の経年変化を明らかにする。

〈試験研究方法〉

小川原湖 7定点(図 1)を 4月から

11月までの 8回、十三湖 6定点(図1)

を4月から 11月までの 8回、水質調査

(水温、溶存酸素量、塩分:機器測定、

透明度:透明度板、 pH:機器測定及び比色管

法)を行った。また、水質調査と同地点(小

川原湖の最深部除く)で両湖において 5，7，9月

の3回底質並びに底生動物調査(エクマン

ノ〈ージ 15cmx15cmによる採泥)を、両湖

それぞれ 1地点において大型水草群落調査

を繁茂期(8月)及び衰退期 (11月)の 2回実施した。

く結果の概要〉

1-1.水質・底質環境(小川原湖)

大型水草群落調査点

τ 
ん)五

国 1 小川原糊且び十三制調査定点

透明度は、 5、10月のみ大きく平均値を下回ったが、他はほぼ平均値並で推移し(図 2)、水温は、 0、

5m層何れも平均値並で推移した(図 3)。溶存酸素量は、 0、5m層では 9月に平均値を下回っていた(図

4)0 pHは、 0、5m層で 5、6月に平均値より上回っていた(図的。塩分は、 0、5m層ともに 4月"'11

月までの全調査期間を通して平均値よりも上回っていた。(図 6)09月上~中旬頃にかけて短期間の貧

酸素水塊の発生が確認されたが、ヤマトシジミのへい死等の異常は認められなかった。また、塩分濃

度が通年高い傾向が認められたが、河川水の流入量の減少に加え、海水の流入の影響もあると思われ

た。

粒度組成の傾向は例年通りで、 St.1、2は泥(粒経 O.063mm未満)が多く、 St.4以北の 10m以浅

は中・細粒砂でIL(強熱減量)が常に 3以下のきれいな底質であった。しかし、 St.3の 10m線では、

前年よりも ILの値がやや悪化していた。

1-2.水質・底質環境(十三湖)

透明度は、 10月に平均値を大きく下回った以外はほぼ平均値並に推移していた(図 7)。水温は、 Om、

底層共に 11月は平均値より高めであった(図 8)。溶存酸素量は、 Om、底層共にほぼ平均値並に推移し

(図 9)、pHは、 Om、底層共に 5月に平均値よりもやや低い値であったが、その他は平均値並かやや

高めで推移していた(図 10)。塩分は Om、底層共に 9、11月において平均値よりも高め、 5、10月は平

均値よりも低い値であった(図 11)。塩分等の調査結果から、海水と河川水との水交換が良かったもの

と思われた。

粒度組成は、 St3で泥の組成が 47.3"'61.5%と例年通り多かった。また ILは今年も全ての調査にお

いて 10%未満であった。
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2-1.大型水草群落(小川原湖)

例年通り、岸側はヨシ、沖側はヒメガマの群落で構成されていた。繁茂期の密度は前年並みの 80

本Irrf、衰退期は前年比 4.5割増しの 116本Irrfであった。

2-2.大型水草群落(十三湖)

例年通りヨシの単一群落が形成されていた。繁茂期の密度は前年並みの 58本Irrfで、衰退期におい

ても前年並みの 56.7本Irrfであった。

3-1.底生動物(小川原湖)

例年通り St.l、2を除くと、二枚貝(ヤマトシジミ)が優占種となっており、個体数、湿重量とも

に最も多く、個体数、湿重量ともに前年より増加していた。ユスリカ類やイトミミズ等の貧毛類が全

調査地点で増加傾向であった。

8・2.底生動物(十三湖)

例年通り二枚貝(ヤマトシジミ)が優占種となっており、個体数、湿重量ともに最も多かった。

St.lにおいてユスリカ類やイトミミズ類の個体数や湿重量が増加していた。また、 St.5、6において

ヨコエピ類やウミナナフシの個体数や湿重量が例年に比べやや高い値であり、海水が流入したことに

よる影響があるものと思われた。

〈主要成果の具体的なデータ〉
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〈今後の問題点〉
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〈次年度の具体的計画〉

本年度と同じ

く結果の発表・活用状況等〉 嶋 ." ・11 7月 ・月 ・R 同月 1111
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本事業プロック会議、県内検討会、県漁場環境美化推進協議会等で報告。
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